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研 究 会 だ よ り
第59回岡山実験動物研究会
平成 22年 7月2日 (金)午後 1時30分から午後 5
時45分まで岡山大学理学部･1号館 21番講義室で高
橋純夫先生 ･竹内 栄先生のお世話で開催された｡
はじめに､会長の三谷恵一先生から開会のあいさつ
があり､その後一般講演 2題の発表に移った｡一般
講演 1は ｢マウス精巣においてTMEM48/NDClと相互
作用するタンパク質の探索｣ と遷 して岡山大学大学
院自然科学研究科の梶田晋平 さんらが講演され､司
会は大森 斉先生(岡山大学大学院自然科学研究科)
が担当された｡一般講演 2は ｢ラット脂肪代謝にお
よぼす トウガラシの効果｣ と題 して中国学園大学大
学院現代生活学研究科の森脇晃義先生 らが講演され､
司会は河田菅典先生(岡山大学大学院教育学研究科)
が担当された｡ 次に､特別講演に移った｡特別講演
1は｢スンクス(ジャコウネズミ)の実験動物化とその
特性- とくに低温不耐性について-｣と超 して織田
銑-先生(岡山理科大学理学部動物学科)が講演され
た｡その司会は国枝(岡山大学大学院自然科学研究
料)が担当した｡特別講演終了後､休憩を取った後
に､事務局から会務報告があった｡ 会務報告は平成
22年度第 1回理事会の記載内容を参照下さい｡会務
報告終了後､特別講演2に移った｡特別講演 2は｢川
崎医科大学医用生物センターにおける管理運営の現
状～微生物制御､衛生管理を中心にして～｣と題 し
て井上真理子 さん(川崎医科大学中央研究部医用生
物センター)が講演された｡この司会は高橋純夫先
坐 (岡山大学大学院自然科学研究科)が担当された｡
特別講演 3は ｢両生類のように人間は再生できるよ
うになるのか ?｣と題 して岡山大学異分野融合先端
研究コアの佐藤 伸先生が講演された｡この司会は
竹内 栄先生 (岡山大学大学院自然科学研究科)が
担当された｡
講演終了後､会場を移動 して岡山大学津島キャン
パス ピーチユニオン4Fで懇親会が持たれ､講師の
先生を囲んで会員相互の親睦を深めた｡
一般講演 1
マウス精巣においてTMEM48/NDClと相互作用する
タンパク質の探索
梶田 晋平､秋山 耕陽､辻 岳人､国枝 哲夫
岡山大学大学院自然科学研究科
【目的】sks突然変異マウスは､アメリカのジャクソ
ン研究所において樹立された配偶子形成および中軸
骨格 に異常 を呈 す る突 然変異 マ ウスであ る ｡
TmEm48/jWclは､この sks突然変異マウスの原因遺伝
子 として同定された遺伝子であり､真核生物に広 く
保存されている核膜孔複合体構成因子の一つである｡
TMEM48はこれまでに､体細胞において複数のタンパ
ク質と結合し､核膜孔複合体の構築に必須であるこ
とが報告されている｡一方で､sks突然変異マウスが
配偶子形成に異常を呈することから､Tmem48が配偶
子形成に重要な機能を持つことは明らかである｡ し
かし､配偶子形成におけるTmem48および核膜孔複合
体の役割は全 く不明である｡ そこで本研究では､配
偶子形成における核膜孔複合体の機能を解明するこ
とを目的とし､酵母ツーハイブリッド法を用いて､
マウス精巣においてⅧEM48と結合するタンパク質の
同定を試みた｡
t方法】ベイ トベクターに Tmem48の cDNAを､プレ
イベクターにマウス精巣のcDNAライブラリーを導入
し､これらを酵母へ導入することで､ベイトタンパ
ク質およびプレイタンパク質を発現する形質転換体
を作出した｡そして､作出した形質転換体を用い､
酵母ツーハイブリッド法により､TMEM48と結合する
タンパク質のスクリーニングを行った｡次に､得 ら
れた陽性コロニーからプラスミドを抽出し､プレイ
ベクターに含まれる挿入断片の塩基配列を決定 し､
TMEM48と結合するタンパク質の候補遺伝子とした｡
その後､マウスの各種臓器から抽出したRNAを用い､
各候補遺伝子 とTmem48の発現パターンをRT-PCR法
により比較 した｡
【結果および考察】酵母ツーハイブリッド法による
スクリーニングの結果､58個の陽性コロニーを得た｡
そして､これらの陽性コロニーが持つプレイベクタ
ーの挿入断片の塩基配列 を決定 し､29遺伝子 を
TMEM48と結合するタンパク質の候補遺伝子とした ｡
候補遺伝子のなかには､核膜孔を介した物質輸送に
関与する可能性のあるタンパク質の遺伝子や､mRNA
のスプライシングや代謝に関与する可能性のあるタ
ンパク質の遺伝子 も存在 していた｡次に､これら候
補遺伝子のマウスの各臓器における発現をRT-PCR法
により調べたところ､精巣特異的に発現 している候
補遺伝子が存在 した｡さらに､候補遺伝子の多 くは
精巣において強 く発現 していることが明らかとなっ
た｡また､Tmem48と類似 した発現パターンを示す候
補遺伝子 も存在 した｡以上のことから､TMEM48がこ
れら種々のタンパク質と相互作用 している可能性が
明らかとなった｡さらに､Tmem48は生殖細胞に特異
的な核一細胞質間の物質輸送およびmRNAの代謝に関
与 している可能性が示唆された｡
一般講演 2
ラット脂質代謝におよぼす トウガラシの効果
中村 期､三宅 教子､真鍋 芳江､森脇 晃義
中国学圃大学大学院現代生活学研究科
4週齢Wistar系雄性ラットを用い､食餌として実
験動物用粉末飼料 MF(オリエンタル酵母工業)を与
えた群を対照として､食餌に10%トウガラシ添加群､
食餌に10%トウガラシと30%ショ糖添加群､30%シ
ョ糖添加群を8週間飼育した｡ トウガラシは辛みの
少ない大韓民国産の乾燥 トウガラシを用いた｡これ
は岡山理科大学浜田博喜教授 より提供された｡乾燥
トウガラシは粉砕機で粉砕し､500〃m未満の粉末を
混合して用いた｡
ラットの体重､食餌摂取量､糞便重量を測定した｡
血祭成分の分析は富士 ドライケムを用いて行った｡
糞便中のコレステロール量はZak-Henly法により測
定した｡飼育終了後に屠殺 し､臓器重量を測定した｡
後腹壁脂肪および峯丸周囲脂肪の重量の和を脂肪組
織重量とした｡組織の一部はパラフィン切片として
検鏡した｡
トウガラシ添加群では対照群と比較すると､小腸､
大腸重量が増加 し､脂肪組織重量が減少した｡血祭
中の トリグリセリドは､ トウガラシ添加群､ トウガ
ラシとショ糖投与群において低値を示した｡また､
総コレステロールは トウガラシ添加群､ トウガラシ
とショ糖投与群において低値を示した｡一方､fDL
コレステロールについては群間で差は認められなか
った｡糞便重量は トウガラシ添加群で増加した｡ま
た糞中コレステロールは トウガラシ添加群で増加し
た｡
これらの結果から､ トウガラシは中性脂肪､血中
総コレステロールの上昇抑制効果をもち､糞便量を
増加させ､糞中コレステロール排浬を増加させるこ
とから､脂質代謝克進作用をもつ可能性が示された｡
本研究で使用した トウガラシは辛みが少なく比較的
大量に摂取することが可能であり､ヒトの脂質異骨
症 ･肥満などの脂質代謝異常予防や治療への利用が
期待できる｡
特別講演 1
スンクス(ジャコウネズミ)の実験動物化とその特性
-とくに低温不耐性について-
織田 銑-
岡山｣理科大学理学部動物学料
モグラ (食虫目､いまではモグラ目あるいは トガ
リ形目ともいう)の実験動物化を目指して､1972年
以来､ジャコウネズミ (スンクス)の飼育を行なっ
てきた｡その動物のプロフィールを紹介するととも
に､とくに熱帯亜熱帯を主産地とするこの動物が､
低温環境では生活しにくい理由について話題提供し
たい ｡
食虫類 (モグラ冒)の実験動物化という目標を掲
げたのは､マウスやラットといったメジャーな動物
とできるだけ変わった実験動物を提示 したかったか
らである｡コルバートの｢脊椎動物の進化 田隅訳､
2004年に第5版出版､築地書館｣をみた時､食虫類
は原始的形質を示す分類のくずかご､有胎盤晴乳類
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の進化の根幹に置かれていた｡ それが食虫類の実験
動物化のもっとも大きな動機となったわけである｡
日本に生息する食虫類を飼育 してみたが､最終的に
はジャコウネズミ (スンクス､SuncusmuzlI.Bus)が
飼育繁殖に成功 し､ミュータント系の育成や地域個
体群からのラインの育成にたどりついた｡その中で
キャラバンという特有な行動､巨大な尖体をもつ精
子､ビタミンAの催奇形感受性､♂に発生する皮膚
がん､スクラーゼ活性の欠損､多くの研究がある動
揺酔や放射線酔それに化合物嘔吐､など多くの研究
が行われた｡最近ではモチリン活性を持つ実験動物
として紹介されている｡ とくにスンクスが低温に弱
いとなっているが､その原因について話題提供 して
みたい｡
野生スンクス (ジャコウネズミ､ housemusk
shrew)の生息分布域は熱帯 ･亜熱帯である｡ 北限は
日本の長崎で1960年頃には ドブネズミ並にみられた
というが､徐々に生息域は狭 くなり､1980年頃には
姿を消した｡沖縄ではまだ生息が報告されている｡
飼育下での経験では､暖房の不調や飼育ケージの位
置などで低温状態になったりすると繁殖の停止､不
動化さらには死亡することがある｡ このように低温
に弱い 1つの要因は､日内休眠による低体温､その
低体温からリカバーできるだけのカロリー不足が原
因と考えられた｡その場合に顕著な褐色脂肪組織の
萎縮が観察 され､産熱 タンパク質の uncoupling
protein-1,Ucp-1および甲状腺ホルモンのlI型脱ヨ
ード酵素 (type-2deiodinase,D2)の発現量の減少
がみられた｡高カロリー食としての高脂肪食､蕉糖
水の投与を行なうと褐色脂肪の肥大化が観察さjl､
耐寒性が増大 した｡産熱器官としての褐色脂肪組織
の萎縮が回避できれば､低温に対する抵抗性が増加
するものと考えられる｡ ところが蕉糖水で褐色脂肪
組織の肥大を試みると､容易に高血糖を示すように
なり､白内障も発症する｡ このようにスンクスはユ
ニークな動物であることが明らかになった｡
特別講演2
川崎医科大学医用生物センターにおける
管理運営の現状
～微生物統御､衛生管理を中心として～
井上 真理子
川崎医科大学 医用生物センター
川崎医科大学医用生物センターは中央研究部に所
属する研究センターの一つであり､医学分野での研
究に欠くことのできない研究用実験動物を集中飼育
管理する施設である｡当センターは､平成 18-19年
度に改修が行われ次の 5つのエリアに区分された｡
1)コンベンショナルエリア､2)クリーンエリア､
3)SPF(specificpathogenfree)エリア､4)感染
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動物飼育エリア (別階既設､大動物は除く)及び､
5)管理エリアであり､各々のエリアについて微生物
統御の基準を設けている｡
本センターは､建物の構造上の問題で､清浄度の
異なるエリアが同一フロアに存在するので､エリア
間での相互汚染を防止するため､入室手順及びヒト
と物の動線を厳格に定めている｡ また､日々の衛生
管理には特に力を入れており､廊下及び前室には､
弱酸性水 (ハイポックウオーター50ppm)を毎日噴
霧し､全ての動物飼育室の床は清掃管理後に殺菌消
毒薬 (ニッサンアノン⑧♯300)を散布している｡ 一方
病原微生物検査については､SPFエリアでは年4回定
期的に実施し､ICLASモニタリングセンターに外注し
ている｡また､その他のエリアの病原微生物検査は､
ELISA(モニライザ⑧Ⅳ∧)を用いて自家で行っている｡
改修以来 3年を経過したが､全てのエリアで良好な
成績を維持できている｡
さらに､近年実験動物学分野で重要視されている
実験動物管理技術者のアレルギーに対する取り組み
にも力を入れている｡ 毎日実験動物を取 り扱うセン
ター職員は､年二回の血液抗体検査を受け､動物由
来のアレルゲン抗体の有無を調査 している｡ ハード
面の対策として､動物飼育室に光触媒空気清浄装置
を設置し､アレルゲンの発生を防止するなどの措置
を執っている｡ また､抗体陽性 (発症は無し)の職
員は､高性能マスク､ゴーグル等を着用し防御策を
とっている｡
本センターが､実験動物施設としての機能を十分
に果たすためには､今回紹介する微生物統御 ･衛生
管理以外にも､付帯設備の保守点検､空調管理､飼
育管理､並びに事務処理を含めた管理体制の全てを
相互に調和させる必要があると考えている｡我々は､
施設の適切な運営を通して､本学動物実験成績の精
度､再現性を維持向上させることを日々目指してい
る｡
特別講演3
両生類のように人間は再生できるようになるのか?
佐藤 伸
岡山大学異分野融合先端研究コア(RCIS)
有尾両生類は高い再生能力を持ち､その再生能の高
さは長く科学者を魅了してきたOイモリ･サンショウウオを
はじめとした有尾両生類は四肢を切断しても失った構造
を完全に復元(再生)できる｡この有尾両生類に観察さ
れる高い再生能力は四肢にとどまらず､脳･尾･内臓･目
など多くの組織･器官にも観察される｡このような組織器
官の大規模な再生はヒトには不可能なことであり､故に
長く有尾両生類の再生は研究されてきた｡ところが､260
年もの研究の歴史があるにもかかわらず両生類の再生
能力を人間に応用しようとする試みはされてこなかった｡
近年､私たちの研究グループは四肢再生研究で画期的
なモデル系を構築することに成功し､数々の成果を上げ
た｡私たちはこの成果をもとにして長く未踏の領域であっ
た高等脊椎動物の再生に挑戦している｡
私たちが近年発展させた｢過剰肢付加モデル｣という
新しい四肢再生の研究モデルは､これまでの謎を次々
に解き明かすことのできる画期的なものである｡このモデ
ルでは四肢の再生時に起こる反応を究極にまで単純化
できる｡故に､再生時に起こるイベントを的確に検証でき
る｡例えばこれまで､四肢再生時には神経の働きが重要
であると言われてきたが､神経がどのような役割を四肢
再生に及ぼしているのか判然としてこなかった｡しかし､
過剰肢付加モデルの使用によって､四肢再生時におけ
る神経の役割を明らかにすることが可能となってきた｡神
経の役目としては1)上皮との直接的な接触による上皮
の特殊化 2)繊維芽細胞における未分化性の維持 3)
未分化細胞の分裂促進 という事が判明した(している)0
これら一連の研究過程で､両生類の四肢再生の｢引き
金｣ともいうべき組織間相互作用を見出すことに成功した｡
この再生の｢引き金｣となるべきイベントの発見によって､
現在まで点と点であった事象をつなぎ､高等脊椎動物
での四肢再生-つながる道筋を得ることができた｡現在
も過剰肢付加モデルの有効性を生かし､研究を続けて
おり長年の謎を解くことに成功している｡
260年もの長きにわたって積み上げられてきた両生
類の再生研究は今ようやく一本の線でつながろうとして
いる｡今まで､雑多な独立の事象であった知見が私たち
の過剰肢付加モデルによって次々とつなげられ､一つ
の指針を示し始めた｡その指針の先には高等脊椎動物
での再生があり､すでに両生類の知見を応用せんと研
究を開始し､前向きな結果を得ている｡｢温故知新｣で難
関に挑んでいる私たちの泥臭い研究をご紹介したい｡
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第60回岡山実験動物研究会
平成22年 11月26日 (金)午後 1時30分から午
後5時30分までピュアリティまきびで日本生物工学
西日本支部の協賛で開催された｡はじめに､本研究
会会員山元昭二氏のご逝去を悼み､黙祷が行われた｡
続いて､会長の三谷恵一先生から開会のあいさつが
あり､その後賛助会員による講演に移った｡賛助会
員による講演は ｢マイナスイオンの効能効果とマイ
ナスイオン発生器(オー リラ)の開発と試験につい
て｣と遷して長揮 通氏 (((棉GSD本社 ･代表取締役)
が講演された｡この司会は倉林 譲先生 (森ノ宮医
療大学 ･保健医療学部)が担当された｡続いて､特
別講演 1が ｢実験動物としてのウズラの有用性｣と
超して高橋憤司先生､川嶋貴治先生 (国立環境研究
所 ･主任研究員)が講演された｡この司会は佐藤 (岡
山大学農学部)が担当した｡講演終了後､休憩を取
った後に､事務局から会務報告があった｡会務報告
は平成22年度第2回理事会の記載内容を参照下さい｡
会席報告の終了後直ちに､特別講演2に移った｡
特別講演 2は F岡山理科大学動物学科における動物
lrti原』と題して城ケ原貴通先生 (岡山理科大学理学
部動物学科)が講演された｡:6-J会はLfj枝 (岡山大学
大学院自然科学研究科)が拘当した｡特別講演 3は
｢社会性昆虫における繁殖システムと役割分業の制
御横構｣と題して松浦健二先生 (岡山大学大学院環
境学研究科)が講演された｡この司会は浸田仲彦先
坐(岡山理科大学理学部動物学科)が担当された｡講
演終了後､17時40分から別室で懇親会が持たれ､講
師の先生を囲んで会員相互の親睦を深めた｡
写真1 特別講演を行っている高橋憤司先生
写真2 特別講演を行っている城ケ原貴通先生
賛助会員による講演
マイナスイオンの効能効果とマイナスイオン発生器
(オーリラ)の開発と試験について
k揮 通
(拭GSD･代表取締役
硯社会において､環境の悪化がようやく問題視さ
れ､国際的に環境の改善が急がれております｡今日､
当社開発のマイナスイオン発生器オーリラが空気中
に浮遊するウイルスやインフルエンザをはじめ細菌
群を99.9%不活性化することが証明され､個人はもと
よりあらゆる施設で素晴らしい成果を発揮 しており
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ます｡元山形県工業技術センター前田政彦先生と八
年の歳月をかけて､共同開発したことなど､お話さ
せて頂きますO
マイナスイオンとは大気中の電子移動として､発
生期の'EEFがLE体です｡その発生した電+は空気中
浮遊水滴に捕獲され､プラスやマイナスイオ二とし
て機能します｡マイナスイオンの生体に及ぼす作用
として､(i)血液の浄化作用､a)精神安定作用､L3)｢】
律神経の調整作用､④免疫強化作用 (腸肝免疫強化
作用)､(5)肺機能強化作FTL (6)鎮痛作用､(う細胞の活
性化作用､(砂 F空気のビタミン』作用で空気の浄化
作用､その他アトピーやP鼠色の改善作用などが知ら
れています｡
マイナスイオン発生器オーリラの特徴は､(♪放遥`
針の尖頭部が非常に滑らかに仕 ヒげらil､放電針の
針先 Rは均-で､バラツキが少なく､針断面が非常
にきれいである(日本刀製造技術)｡また､バ しル仕
上げにより､汚れ､異物付着がない｡①根元から先
端までの形状により､耐久性に優れ､安定したマイ
ナスイオンの供給ができ､また当社独自の低電庄プJ■
式の採用により､ソフトで生息時間の良いマイナス
イオン(約90秒)を吋能にした｡(ヨラジカルLi応が高
い (フリーラジカルの消去と過酸化脂質の産4'.抑制).
(動静昔フアンによりマイナスイオンの拡散が大であ
り､マイナスイオンの発生量において､他に類をみ
ない｡伝)操作が簡単で､フィルター交換が不要であ
るo6)環境にやさしく (NOX､SOXの除去率が高い)､
省エネタイプの設計である｡⑦机筒消臭作用がある
(オゾンを発生させ､空気中の殺菌､有機物賃､悪
臭､タバコの煙を分解する)0(釘精神的快適感が得ら
れる (ストレス脳波のβ波からリラックス脳波の〟
波への移行)｡などが挙げられます｡
オー リラのこれまでの使用事例から､その特徴と
効果を纏めると､①室内空気中のウイルスのほとん
どを40分-180分で生存率99-100翫成少､あるいは
全滅させることができる｡¢)活性酸素を除去する事
実を発表したのはオーリラ (1号機ソウスイ)がEj本
で最初である｡③室内8m以ヒ散布することがuT能な
のはオーリラだけである｡色)全ての生鮮品の酸化を
抑え､長期間の鮮度保持が可能である｡⑤植物栽培
の有害筒だけを除去する能力を有する｡⑥紫外線や
各種電化製品などにより失われたマイナスイオンを
オーリラにより大量に発生させることで､正常なイ
オンバランスにjJきし､きれいな空気を絶えず作るこ
とができる｡(∋脱臭効果が驚異的に実証されている
ために､各種施設でも有効である｡(8)体内での病原
生菌が薬剤によって耐性力を持ち始め､抗生物質が
効かなくなる問題があるが､オーリラは耐性力を殺
すため､耐性菌が出来る暇がない｡(9)電磁波を中和
する能力がある｡⑲プラス電子の発生がほとんど 0
である｡などがあります｡今回､これらのオーリラ
の特徴と効果についても紹介させて頂きます｡
特別講演 1
60
実験動物としてのウズラの有用性
高橋 慎司 ･清水 明 ･川嶋 貴治
国立環境研究所 ･環境研究基盤技術ラボラトリー
生物資源研究室
ニ ホ ン ウ ズ ラ (Japanesequail, C:o{uIm'x
japonl'ca)は､その名の通 り､日本原産の鳥であり､
明治時代に世界に先駆けて家禽化され､我が国では
主に採卵用に飼養されています｡一方､ウズラの実験
動物化は1950年頃に米国で始まり､我が国では1966
年より精力的に推進してきました｡最近､OECD(経済
開発協力機構)では､生態影響試験用としてのウズ
ラの有用性を認め､化学物質のリスク評価に推奨し
ています｡ウズラは性成熟に達するまで醇化後 6過
齢と短く､体質が強健であり密飼いにも耐えるなど､
マウス ･ラットに匹敵する特性が認められます｡ま
た､野生ウズラもアフリカから北欧まで広く生息す
ることなどから､環境指標動物としての有用性も高
いと考えられています｡
国立環境研究所 (NIES)では､環境科学研究用実
験動物としてのウズラの有用性に注目し､1980年以
来ウズラの系統造成を行ってきました｡現在､5系統
のNIESウズラで遺伝的･微生物的純化を推進してお
り､これまでに各種の環境汚染物質暴露に対して再
現性の高い感受性試験結果が得られています｡NIES
ウズラでの鳥類生態毒性試験の基盤整備 (ヒナ ･成
ウズラ飼育方法･採卵 ･貯卵 ･酵卵方法)とともに､
以下の開発研究を実施してきました｡
1)試験飼料の開発 (植物性ホルモン低減飼料 :PLD
をオ昨ンタル酵母工業㈱と共同開発)
2)飼育管理マニュアルの作成 (幼ビナ ･中ビナ ･
成ウズラ毎の飼育方法の確立)
3)食餌毒性試験 (OECDガイドライン205によるウ
ズラ用摂食試験の改良)
4)繁殖毒性試験 (OECDガイドライン206によるウ
ズラ用次世代試験の改良)
5)環境ホルモン (DES･DDTなど)に対するウズラ
の感受性試験の実施
6)新規手法による鳥類生態毒性試験法の開発 (ウ
ズラ種卵での実験例)
また､一般に古くから鳥類のガス感受性は高いと
言われているが､定量的な暴露実験を行った報告は
ない｡NIESでは高性能暴露チャンバーを使用した大
気汚染ガスの暴露実験が可能なため､主な汚染ガス
の感受性を鳥類と晴乳類で比較した｡その結果､ウ
ズラはハムスター ･マウス ･ラットに比べて二酸化
窒素 (NO2､20ppm)に著しく高感受性を示すものの､
オゾン (03､5ppm)では極めて感受性が低いことが
明らかとなりました｡今後､各動物種における様々
な環境汚染ガスの毒性発現機構の解明が望まれます｡
鳥類は環境の変化に鋭敏であることが知られており､
レ-シェル ･カーソン女史は ｢沈黙の春｣で､農薬
などの環境汚染物質の影響で "春になっても鳥は鳴
かない"ことを告発したことは､余 りにも有名です｡
しかしながら､野鳥での環境汚染物質の生態影響評
価は環境要因 ･遺伝背景が複雑なため､定量的にそ
のリスクを評価することが困難です｡化学物質のみ
を定量的に評価するとともに､その次世代影響につ
いて解析する鳥類毒性試験法の必要性が増 してきて
おり､世界的にウズラへの関心が高まりつつありま
す｡NIESでは､ウズラの遺伝的 ･微生物的純化を継
続していますが､特にL系ウズラは近交化が最も進
んでおり (循環交配で 68世代を更新中)､最新のゲ
ノム解析技術や発生工学技術を駆使することで､近
交退化現象の解明等のモデル動物として､新たな展
開も期待されています｡今回は､これらの最新情報
も含めて､ウズラの実験動物としての有用性を紹介
したいと思う｡
特別講演 2
岡山理科大学理学部動物学科における動物資源
城ケ原 貴通
岡山理科大学理学部動物学科
今年 10月に生物多様性条約第10回締約国会議が
名古屋で開催され､名古屋議定書が採択さjtた｡1992
年のブラジルサミット以降､国際的に生物資源全体
の重要性が再認識され､生物資源の生態系としての
保全や保護､資源の永続的利用､さらに利用により
生ずる利益に関して公平な配分についても議論され
ている｡ 名古屋議定書では､まさに遺伝資源の利用
から生じた利益を公正かつ衡平に配分することが明
記されており､その適用範囲は議定書の発効以降と
されているが､今後､ますます遺伝資源の重要性が
高くなるであろう｡
本邦では､NationalBio-ResourcesProject(NBRP)
が2010年時点で世界最高水準に到達するということ
で戟略的整備が進められ､現在は29のプロジェクト
により500万種類以上の生物遺伝資源が蓄積されて
いる｡NBRPでは､生物遺伝資源のうち､国が戦略的
に整備することが重要なものについて体系的な収
集 ･保存 ･提供等を行うための体勢を整備すること
を目的としており､まさにいつでも､どこでも､だ
れでも､永続的に利用可能な生物遺伝資源が整備さ
れ､その生物遺伝資源は本邦のライフサイエンスの
根幹をなすものとなることが予想される｡
しかし､本邦にはNBRPの対象範囲外にも多くの生
物遺伝資源 (リソース)は存在しており､名古屋議
定書の発効以降､そのような生物遺伝資源の重要性
が再認識されていくであろう｡ 岡山理科大学理学部
動物学科では､NBRPの対象範囲外のリソースを中心
とした晴乳類を維持 ･育成している｡ 現在､晴乳類
リソースは､2日10種22系統を維持しており､この
他に現在育成中のものもある｡ 具体的な維持動物と
しては､スンクス､パルバ､ トゲマウス､ トリトン
ハムスター､ロシアハタネズミ､ユーラシアハタネ
ズミ､アフリカヤマネ､スナネズミ､マウス､ラッ
トである｡
また､リソースの範囲は､生きた動物のみを対象
にするのではなく､野生動物標本などのリソースに
ついても収集活動を開始しており､野生動物標本に
ついても収集 ･作製 ･保存を行っている｡
本講演では､岡山理科大学理学部動物学科で維
持 ･育成 ･収集 ･保存をしている､晴乳類リソース
について､各動物の特性などを交えながら行う予定
である｡
特別講演3
社会性昆虫における繁殖システムと
役割分業の制御機構
松浦 健二
岡山大 ･院環境 ･昆虫生態
シロアリと聞けば､多くの人は､まず木材を食べ
てしまう厄介な害虫としての側面を思い浮かべるだ
ろう｡ 一方で､生物の社会性の進化を研究 している
筆者らにとって､アリやハチとは独立に高度な社会
性を発達させたシロアリは､とても魅力的な研究材
料であり､新たな発見の宝庫である｡ シロアリの女
王が有性生殖と単為生殖を必要に応じて使い分けて
いるという､驚 くべき繁殖システムの実態を紹介す
る｡
生物にとって性の利益とコストとは何かという進
化生物学の最大の謎を解 くための重要な手がかりの
一つが､社会性昆虫の繁殖システムにある｡ 社会性
昆虫のコロニーの統一性は､血縁個体間の利他行動
で成立 しており､もし､社会性昆虫の女王が単為生
殖で繁殖虫を生産したなら､もっと効率的に自分の
遺伝子を次世代に残すことができるのではないか｡
コロニーとして遺伝的多様性を維持 しなけjMどなら
ないのであれば､メンバーの大半を占めるワーカー
は有性生殖で生産し､繁殖虫は単為生殖で作ればよ
い｡こんなSF小説のような驚きの繁殖様式が､身
近なシロアリから発見された｡
野外コロニーの詳細な遺伝解析により､謎に包ま
れていたヤマ トシロアリの繁殖システムの実態を明
らかにした｡それは､女王が有性生殖と無性生殖を
必要に応じて使い分けているという､驚 くべき繁殖
システムであった｡女王は､複数の後継女王を単為
生殖で生産し､一方､働き蟻や羽蟻は有性生殖で生
産している (Matsuuraetal.2009,Scl'eDCe)｡こ
れにより､女王は遺伝的には不老不死であり､王と
後継女王に血縁はないため､近親交配による弊害も
見事に回避されている｡ また､シロアリの社会性の
維持に最重要の物質である女王フェロモンを世界で
初めて特定することに成功 した (Matsuuraetal.
2010,jnM刃 ｡本講演では､最新の社会性昆虫研究の
成果を紹介するとともに､驚 くべき繁殖システムの
実態とその進化について考察する｡
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平成22年度第 1回理事会
平成21年 7月2日(金)12:30から13:10まで岡
山大学理学部1号館2階 生物会議室で開催された｡
(∋ 平成21年度の活動報告:研究会を2回開催｡
第57回研究会は7月 10日(金)13:30から17:15
まで岡山大学工学部6号館 12番講義室で大森 斉先
生のお世話で開催された｡特別講演 1題､一般講演5
題､懇親会が企画された｡第58回研究会は日本生物
工学会西日本支部の協賛で11月27日(金)13:30から
17:00までピュアリティまきびで開催された｡特別講
演2題､記念講演 1題､懇親会を企画した｡第25号
会報が 5月に発行されたことが報告された｡ホーム
ページの充実や会報バックナンバーの国会図書館へ
の寄贈(No1-13号,14-24号)について話題があった｡
理事会は7月10日､11月27日の2回､常務理事会
は6月3日､10月20日の2回開催した｡
② 平成21年度 (1月1日～12月31日)の会計収
支決算報告:収入の郡として前年度繰越金358,797円､
会費 45,000円､賛助会費 300,000円､寄付 50,000
円､日本生物工学会西日本支部20,000円､郵便貯金
利子 43円となり､総額 773,8407円､一方､支出の
部として印刷費 (第25号会報)154,292円､通信費
28,480円､第57回研究会謝金20,000円､補助40,000
円､第58回研究会謝金 50,000円､補助 90,000円､
雑費 13,720円となり､支出総額は396,392円で､残
高は377,448円であった｡会計収支決算書は平成22
年 3月 4日に監事の先生方による会計監査を受けた｡
③ 平成22年度の活動中間報告と活動計画
研究会を2回開催する｡第59回研究会は高橋純夫
先生 ･竹内 栄先生のお世話で岡山大学理学部の講
義室で開催されている｡ 特別講演 3題､一般講演 2
題､懇親会が企画されている｡ 第 60回研究会は 11
月27日(金)午後にピュアリティまきび(予約済)で開
催を予定している｡ 賛助会員による講演､特別講演
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と懇親会を企画する｡研究会報 (第26号)を5月末
に発行し､6月に会員に送付した｡岡山大学学術成果
リポジトリ等へのコンテンツ登録および公開のため
に三谷会長と岡山大学附属図書館長との間で3月24
日協定締結を結んだ｡協定書の内容は以下の通りで
ある｡
岡山実験動物研究会と岡山大学附属図書館との間
における岡山大学学術成果リポジトリ等へのコンテ
ンツ登録に関する協定書
岡山実験動物研究会(以下､｢甲｣という)が発行す
る資料の岡山大学学術成果リポジトリへの電子的形
態での登録と公開に関し､甲と岡山大学附属図書館
(以下､｢乙｣という)は､次のとおり協定を締結する｡
(登録 ･公開コンテンツ)
第1条 甲は､乙による次のコンテンツのリポジトリ
等-の登録および公開を許諾する｡
一 岡山実験動物研究会報
2 前項は､今後発行されるものについて適用され
るものとする｡
3 乙は､本条第1項の定めにかかわらず､甲から
公開停止の要請があったコンテンツについては､
速やかに公開を呈しするものとする｡
(運用方法)
第2条 乙は､第1条に定めるコンテンツのリポジト
リ等への登録および公開に際し､｢岡山大学学術
情報リポジトリ登録要項｣に基づいて運用するも
のとする｡
(効力)
第3条 この協定の有効期間は､協定締結の日から平
成23年 3月31日までとする｡ ただし､本協定の
有効期間満了の日の30日前までに､甲乙のいずれ
からも改廃の申し出がないときは､さらに1年間
延長するものとし､その後も同様とする｡
この協定書は2通作成し､甲と乙がそれぞれ 1
通を保有するものとする｡
平成22年3月24日
甲 岡山実験動物研究会会長
乙 岡山大学附属図書館長
??????????
理事会 ･常務理事会は各々2回開催する予定で､す
でに理事会は7月2日(第59回研究会)に､常務理事
会は5月19日にそれぞれ1回開催された｡研究会の
ホームページの充実についても話題となった｡岡山
実験動物研究会投稿規程の改正が提案され､了承さ
れた｡投稿規程の現行と改正の対比は下記の通り｡
【現行】
6. 図表は､そのまま製版できるようにA4サイズの
用紙で作成し､写真はA4サイズのケント紙に貼り
付ける｡本文中に図表などの挿入場所を指定する｡
引用文献は豊住星､表題名､雑誌名､頁数､年号の
順で記載する｡
ll.研究会報の内容は､研究会のホームページに掲
載する｡
【改正】
6. 図 (写真を含む)･表は､そのまま製版できるよ
うに鮮明に作成し､その大きさは､印刷時と同じサ
イズとする｡本文中に図表などの挿入場所を指定す
る｡引用文献は董畳星､表題名､維誌名､主監｣頁
数､年号の順で記載する｡
ll.研究会報の内容は､研究会のホームページなど
に公開する｡
会員(正会員･賛助会員)の拡大 ･次期役員(平成23
-24年度)の選任について討議した｡正会員の入会:
米田-裕氏((有)米田遺伝子型研究所)と賛助会員の
入会:(槻GSD代表取締役 艮揮 通氏)が紹介され
た｡平成 22年度の会計収支中間報告 (1月 1日～6
月30日):収入の郡として前年度繰越金37,448円､
会費 10,000円､賛助会費180,000円､郵便貯金利子
14円､収入総額は567,462円となり､一方､支出の
部として､通信費 14,650円､第 59回研究会謝金
30,000円､補助40,000円､雑費2,820円､支出総額
は87,470円で､残高は479,992円である｡
④ 平成23年度の活動計画:研究会を2回開催する｡
第61回研究会は会員持ち回りで6月-7月に開催を
予定している｡ 会貞による一般講演 (5題程度)､特
別講演 1題などを企画する｡第62回研究会は 11月
25日 (金)13:30-公共施設(ピュアリティまきびな
ど)で開催を予定している｡賛助会員による講演､特
別講演などと懇親会を企画する｡研究会報 (第27号)
を発行する｡第28号の編集作業を開始する｡理事会･
常務理事会は各々2回開催する｡今後もリポジトリ等
のへのコンテンツ登録および公開やホームページの
充実､会員の拡大を図っていく｡
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
平成22年度第2回理事会
平成22年11月26日 (金)12:30から13:00まで
ピュアリティまきび (研究会会場)で開催された｡
① 平成22年度の活動報告:研究会を2回開催｡第
59回研究会は7月2日(金)13:30から17:45まで
岡山大学理学部 1号館 11番講義室で高橋純夫先
生･竹内 栄先生のお世話で開催された｡特別講演3
題､一般講演 2題､懇親会が企画された｡第60回
研究会は日本生物工学会西日本支部の協賛で本日
(11月26日)13:30から17:00までの予定でピュア
リティまきびで開催されている｡賛助会員による講
演 1題､特別講演 3題､懇親会が企画されている｡
第26号会報は5月末日に発行し､6月に会貞-発送
した｡現在､第 27号会報の編集作業に着手してい
る｡岡山実験動物研究会会則第7条 ･第9条に則り
次期(平成 23-24年度)役員の選任を行った｡現役
員は留任となったが､常務理事の高橋 徹氏､辻 岳
人民は辞任された｡なお､本研究会役員は組織 ･会
則の頁に記載されているので､ご参照下さい｡理事
会は7月2日､11月26日(第59回､第60回研究会
開催日)の2回､常務理事会は5月 19日､10月27
日の2回開催した｡学術成果リポジトリ等へのコン
テンツ登録に関する協定､ホームページの充実につ
いても話題があった｡正会員の入会:織田銑-氏(岡
山理科大学理学部)､城ケ原貴通氏(岡山理科大学理
学部)､揖斐隆之氏(岡山大学大学院自然科学研究
科)､退会:小杉忠誠氏(琉球大学医学部)､葉山杉大
氏(関西医大)､山元昭二氏(国立環境研究所)｡本
研究会理事の倉林 譲先生が5月13日､日本実験動
物学会功労賞を受賞されたことの紹介があった｡
② 平成22年度 (1月1日～11月25日)の会計収
支中間報告:収入の部として前年度繰越金 377,448
円､会費31,000円､賛助会費 360,000円､日本生
物工学会西日本支部 20,000円､寄付金 33,000円､
郵便貯金利子27円となり､総額821,475円､一方､
支出の部として印刷費 (第26号会報)154,192円､
通信費 22,970円､第59回研究会謝金30,000円､
補助 40,000円､雑費 6,780円となり､支出総額は
253,942円で､残高は567,533円であった｡
(9 平成23年度の活動計画:研究会を2回開催する｡
第61回研究会は会員持ち回りで6月-7月に開催を
予定している｡会員による一般講演､特別講演 1題
などを企画する｡ 第62回研究会は11月25日 (金)
13:30-ピュアリティまきび(予約済)で開催を予定
している｡ 賛助会員による講演､特別講演､懇親会
を企画する｡ 研究会報 (第27号)を発行し､第28
号の編集を行う｡ 理事会 ･常務理事会は従来通 り
各々2回開催する｡ リポジトリ等のへのコンテンツ
登録および公開やホームページの充実や会員の拡
大を図る｡
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
参考資料
動物の愛護及び管理に関する法律の改正
1973年 に制定 され､その後 1999年 に見直 さ
れ､さらに 2005年 に改正､2006年か ら施行 さ
れている｡ 改正の趣 旨､内容等 について紹介
する ｡ なお､下記の国立大学法人動物実験施
設協議会 (国動協)のホームページ
http://www.kokudoukvou.org/kisoku/index.
biBl か ら引用 した｡
1)動物の愛護及び管理に関する法律(動物愛護法)
1973年に制定された｢動物の保護及び管理に関する
法律｣は､その後､1999年に一度見直されて｢動物の
愛護及び管理に関する法律｣に改正されましたが､
その時は実験動物に関連した条文は改正されませ
んでした｡その後､本法律は環境省の所管のもとに
再び見直され､そして実験動物に関連した条文につ
いても見直しが加わり､その結果､2005年6月22
日に改正され､2006年6月1日から施行されました｡
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実験動物に関連した主たる改正ポイントは､第41
条の中の､動物を科学上の利用に供する場合の方法､
事後措置等の部分であって､今回の法律改正で初め
て実験動物の愛護に関する理念であるいわゆる3
Rが盛 り込まれた点です｡すなわち､ ｢動物を科学
上の利用に供する場合には､科学上の利用の目的を
達することができる範囲において｣の後に､一つ目
の改正ポイントとして､ ｢できる限り動物を供する
方法に代わり得るものを利用すること｣
(Replacement)､そして三つ目の改正ポイントと
して､ ｢できる限りその利用に供される動物の数を
少なくすること｣ (Reduction)が新たに盛り込ま
れ､二つのRが新しく登場 しました｡三つ目のRで
ある ｢できる限り動物に苦痛を与えないこと｣
(Refinement)については以前から盛 り込まれてお
り､今回もそのまま残 りました｡このことにより､
今回の法律改正で以上の3Rがそろい踏みしまし
た｡
実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関す
る基準
1980年に制定された ｢実験動物の飼養及び保管等
に関する基準｣は､2006年4月28日に､環境省の所
管のもとに ｢実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の
軽減に関する基準｣ (以下 ｢実験動物基準｣と略す)
に改正され､環境省告示第88号として告示され､同
年6月1日付けで適用されました｡実験動物基準は
3Rの原則を踏まえつつも動物実験には踏み込まず
に､特に実験動物の福祉に特化してRefinementにつ
いて定めたものです｡
文部科学省等から告示された ｢動物実験等の実施
に関する基本指針｣
動物愛護管理法の施行を踏まえ､各研究機関にお
ける動物実験等の適正な実施に資するために､文部
科学省は2006年6月1日に､ ｢研究機関等における
動物実験等の実施に関する基本指針｣ (以下 ｢基本
指針｣と略す)を､文部科学省告示第71号として告
示しました｡さらに､厚生労働省及び農林水産省か
らも､ほぼ同様の内容で､同じ日に､それぞれごと
に基本指針を告示しました｡これらはいずれも､動
物実験を各機関ごとに適正に自主管理していくため
に､各省庁単位で基本指針を定めたもので､例えば
文部科学省が制定したそれについてみれば､各研究
機関の長である学長が新たに対応する主な事項とし
て､ (1)動物実験委員会の設置､ (2)機関内規程
の策定､ (3)教育訓練等の実施､ (4)自己点検 ･
評価､ (5)情報公開をあげました｡また､研究機関
等における動物実験の実施について､すなわち機関
内規程の策定､動物実験計画の承認､動物実験計画
の履行の結果の把握に関しては､学長が最終責任を
有するとしました｡
2)日本学術会議が制定 した ｢動物実験の適正な実施
に向けたガイドライン｣
